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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年6月28日(2012.6.28)

【公表番号】特表2011-522312(P2011-522312A)
【公表日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2011-509715(P2011-509715)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｆ   1/67     (2006.01)
   Ｈ０２Ｍ   3/155    (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ   3/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｆ   1/67    　　　Ａ
   Ｈ０２Ｍ   3/155   　　　Ｈ
   Ｈ０２Ｊ   3/38    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月14日(2012.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギ生成装置に結合されている局所的バックブースト変換器を使用して前記エネル
ギ生成装置に対する最大パワーポイントトラッキングを提供する方法であって、
　本方法はトラッキングモードで動作することを含み、前記トラッキングモードで動作す
ることが、
　以前の最適な変換比に基づいて前記バックブースト変換器に対する変換比を初期化する
こと、
　前記初期化した変換比に関連する装置パワーを計算すること、
　前記変換比を繰り返し修正し且つ前記修正した変換比の各々に関連する装置パワーを計
算すること、及び、
　前記計算した装置パワーに基づいて前記バックブースト変換器に対する現在の最適な変
換比を識別すること、
　を含み、
　前記現在の最適な変換比が、前記バックブースト変換器に対する、バックモード、ブー
ストモード、及びバックブーストモードの内の一つに対応している、
　方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記バックブースト変換器に対する前記現在の最適な
変換比を格納することを更に含む方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、装置電圧が一次閾値電圧より低いときドーマントモー
ドで動作することを更に含む方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、前記装置電圧が前記一次閾値電圧を超えるとき前記ド
ーマントモードから前記トラッキングモードへスイッチングすることを更に含む方法。
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【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、前記装置電圧が二次閾値電圧より下に降下するとき、
前記トラッキングモードから前記ドーマントモードへ戻ることを更に含み、前記二次閾値
電圧が前記一次閾値電圧より低い、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記バックブースト変換器に対する現在の最適な変換
比が識別されるとき、
　特定された時間期間の間前記トラッキングモードからホールディングモードへスイッチ
ングすること、及び、
　前記特定された時間期間が経過した後前記ホールディングモードから前記トラッキング
モードへ戻ること、
　を更に含む、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、前記バックブースト変換器に対する現在の最適な変換
比が識別されるとき、
　前記現在の最適な変換比が、前記バックブースト変換器に対するバックブーストモード
に対応しているか否かを判別すること、
　前記現在の最適な変換比が前記バックブーストモードに対応しているとき、第１の特定
された時間期間の間前記トラッキングモードからバイパスモードへスイッチングし、前記
第１の特定された時間期間が経過した後前記バイパスモードから前記トラッキングモード
へ復帰すること、及び、
　前記現在の最適な変換比が前記バックブーストモードに対応しないとき、第２の特定さ
れた時間時間の間前記トラッキングモードからホールディングモードへスイッチングし、
前記第２の特定された時間期間が経過した後前記ホールディングモードから前記トラッキ
ングモードへ戻ること、
　を更に含む方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、前記エネルギ生成装置が光起電性パネルを含む、方法
。
【請求項９】
　エネルギ生成アレイ内の複数個のエネルギ生成装置の各々に対して最大パワーポイント
トラッキング（ＭＰＰＴ）を提供するシステムであって、各エネルギ生成装置に対し、
　前記エネルギ生成装置から装置電圧と装置電流とを受け取ることが可能であり、且つ前
記装置電圧と前記装置電流とに基づいて出力電圧及び出力電流を生成することが可能な、
パワーステージと、
　前記パワーステージに結合されている局所的変換器と、
　を含み、前記局所的変換器が、
　（ｉ）以前の最適な変換比に基づいて前記パワーステージに対する変換比を初期化する
こと、（ｉｉ）前記初期化した変換比に関連する装置パワーを計算すること、（ｉｉｉ）
前記変換比を繰り返し修正し且つ前記修正した変換比の各々に関連する装置パワーを計算
すること、及び、（ｉｖ）前記計算した装置パワーに基づいて前記パワーステージに対す
る現在の最適な変換比を識別することによって、トラッキングモードで動作することが可
能なＭＰＰＴモジュールと、
　前記ＭＰＰＴモジュールに結合されており、前記エネルギ生成アレイのための中央アレ
イ制御器に前記装置電圧、装置電流、出力電圧、及び出力電流を供給することが可能な、
通信インターフェースと、
　を含むシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のシステムであって、前記ＭＰＰＴモジュールが、更に、前記パワース
テージに対する現在の最適な変換比を格納することが可能である、システム。
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【請求項１１】
　請求項９に記載のシステムであって、前記ＭＰＰＴモジュールが更に、前記装置電圧が
一次閾値電圧より低いときドーマントモードで動作することが可能であり、前記装置電圧
が前記一次閾値電圧を超えるとき前記ドーマントモードから前記トラッキングモードへス
イッチングすることが可能である、システム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のシステムであって、前記装置電圧が二次閾値電圧より下に降下する
とき前記ＭＰＰＴモジュールが前記トラッキングモードから前記ドーマントモードへ戻る
ことが更に可能であり、前記二次閾値電圧が前記一次閾値電圧より低い、システム。
【請求項１３】
　請求項９に記載のシステムであって、前記パワーステージに対する現在の最適な変換比
が識別されるとき、前記ＭＰＰＴモジュールが、
　特定された時間期間の間前記トラッキングモードからホールディングモードへスイッチ
ングすること、及び、
　前記特定された時間期間が経過した後前記トラッキングモードから前記ホールディング
モードへ戻ること、
　が更に可能であるシステム。
【請求項１４】
　請求項９に記載のシステムであって、前記現在の最適な変換比が、前記パワーステージ
に対する、バックモード、ブーストモード、及びバックブーストモードの内の一つに対応
しており、前記パワーステージに対する現在の最適な変換比が識別されるとき、前記ＭＰ
ＰＴモジュールが、
　前記現在の最適な変換比が、前記パワーステージに対するバックブーストモードに対応
するか否かを判別すること、
　前記現在の最適な変換比が前記バックブーストモードに対応するとき、第１の特定され
た時間期間の間前記トラッキングモードからバイパスモードへスイッチングし、前記第１
の特定された時間期間が経過した後前記バイパスモードから前記トラッキングモードへ復
帰すること、及び、
　前記現在の最適な変換比が前記バックブーストモードに対応しないとき、第２の特定さ
れた時間期間の間前記トラッキングモードからホールディングモードへスイッチングし、
前記第２の特定された時間期間が経過した後前記ホールディングモードから前記トラッキ
ングモードへ戻ること、
　が更に可能であるシステム。
【請求項１５】
　請求項９に記載のシステムであって、前記エネルギ生成装置が光起電性パネルを含む、
システム。
【請求項１６】
　エネルギ生成アレイ内の複数個のエネルギ生成装置の各々に対して最大パワーポイント
トラッキング（ＭＰＰＴ）を提供するシステムにおいて、各エネルギ生成装置に対し、
　前記エネルギ生成装置から装置電圧と装置電流とを受け取ることが可能であり、且つ前
記装置電圧と装置電流とに基づいて出力電圧と出力電流とを生成することが可能な、単一
インダクタ４スイッチ同期バックブーストスイッチングレギュレータと、
　前記スイッチングレギュレータに結合されており、前記装置電圧と装置電流とを受け取
ることが可能なＭＰＰＴモジュールと、
　を含み、前記ＭＰＰＴモジュールが、
　前記装置電圧と前記装置電流とに基づいて変換比を生成することが可能なＭＰＰＴ制御
ブロックと、
　前記ＭＰＰＴ制御ブロックに結合されており、前記変換比に基づいて前記スイッチング
レギュレータに対するモードを選択することが可能であり、且つ前記選択したモードで前
記スイッチングレギュレータを動作させることが可能な、パワーステージレギュレータと
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、
　を含む、システム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のシステムであって、
　前記パワーステージレギュレータが、バックブーストモード制御論理及びデジタルパル
ス幅変調器を含み、さらに、
　前記ＭＰＰＴモジュールが、前記ＭＰＰＴ制御ブロックに結合されており、前記装置電
圧をアナログ装置電圧からデジタル装置電圧へ及び前記装置電流をアナログ装置電流から
デジタル装置電流へ変換させることが可能な、第１アナログ・デジタル変換器（ＡＤＣ）
を更に含み、
　前記ＭＰＰＴ制御ブロックが、前記デジタル装置電圧と前記デジタル装置電流とに基づ
いて前記変換比を生成することが可能であり、さらに、
　前記パワーステージレギュレータが、前記変換比に基いて前記スイッチングレギュレー
タに対するパルス幅変調信号を生成することによって前記選択したモードで前記スイッチ
ングレギュレータを動作させることが可能である、
　システム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のシステムであって、
　前記ＭＰＰＴモジュールが、前記出力電圧をアナログ出力電圧からデジタル出力電圧へ
及び前記出力電流をアナログ出力電流からデジタル出力電流へ変換させることが可能な第
２ＡＤＣを更に含み、
　前記システムが、前記ＭＰＰＴモジュールに結合されており、前記エネルギ生成アレイ
のための中央アレイ制御器に前記デジタル装置電圧、前記デジタル装置電流、前記デジタ
ル出力電圧、及び前記デジタル出力電流を供給することが可能な、通信インターフェース
を更に含む、
　システム。
【請求項１９】
　請求項１６に記載のシステムであって、
　前記スイッチングレギュレータが、第１トランジスタと、第２トランジスタと、第３ト
ランジスタと、第４トランジスタと、インダクタと、コンデンサとを含み、
　前記第１及び第２トランジスタが直列に結合されており、前記第３及び第４トランジス
タが直列に結合されており、前記インダクタが前記第１及び第２トランジスタ間の第１ノ
ードへ及び前記第３及び第４トランジスタ間の第２ノードに結合されており、前記コンデ
ンサが前記第３及び第４トランジスタと並列に結合されている、システム。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のシステムであって、
　前記パワーステージレギュレータが、（ｉ）前記変換比に基いて、前記第３トランジス
タをターンオフし、前記第４トランジスタをターンオンし、且つ、前記第１及び第２トラ
ンジスタを交互にターンオンすることによって前記スイッチングレギュレータをバック形
態で動作させること、（ｉｉ）前記変換比に基いて、前記第１トランジスタをターンオン
し、前記第２トランジスタをターンオフし、且つ、前記第３及び第４トランジスタを交互
にターンオンすることによって前記スイッチングレギュレータをブースト形態で動作させ
ること、及び（ｉｉｉ）前記変換比に基いて、前記バック形態と前記ブースト形態との間
で時分割多重化を実施することにより、前記スイッチングレギュレータを前記バック形態
と前記ブースト形態とで交互に動作させることが可能である、
　システム。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のシステムであって、前記パワーステージレギュレータが、（ｉ）前
記第１、第２、第３、第４トランジスタをターンオフさせることにより前記スイッチング
レギュレータをシャットダウンモードで動作させること、及び（ｉｉ）前記第１及び第４
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トランジスタをターンオンし且つ前記第２及び第３トランジスタをターンオフさせること
により前記スイッチングレギュレータをバイパスモードで動作させること、が更に可能で
あるシステム。
【請求項２２】
　請求項１６に記載のシステムであって、
　前記ＭＰＰＴ制御ブロックが、トラッキングモードで動作することにより前記変換比を
生成することが可能であり、前記トラッキングモードで動作することが、
　（ｉ）以前の最適な変換比に基いて前記スイッチングレギュレータに対する変換比を初
期化すること、
　（ｉｉ）前記初期化した変換比に関連する装置パワーを計算すること、
　（ｉｉｉ）前記変換比を繰返し修正し且つ前記修正した変換比の各々に関連する装置パ
ワーを計算すること、及び、
　（ｉｖ）前記計算した装置パワーに基いて前記スイッチングレギュレータに対する現在
の最適な変換比を識別すること、
　を含み、前記現在の最適な変換比が、前記ＭＰＰＴ制御ブロックにより生成された変換
比を含む、
　システム。
【請求項２３】
　請求項１６に記載のシステムであって、前記エネルギ生成装置が光起電性パネルを含む
、システム。
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